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く多曲面控諭による履歴陀カーがずみ関係のモデIL企＞
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老者等I;!.杷霊等による蔽しい荷重侵歴年Itセ錢構造微n.その後の囀語把渥する二とを目的として、紺

籾叫租諏紐疇Lデータの甚楢ぎわてきE。 本報告では、知濯知(J)-環として、非弾牲速にあIiる

帽歴効果在号庵した陀カーいずみ関係を多曲面理謡([i1,[2]) C甚づし＼てモデIL化し、従来咀吋'I二さ軋ている

とはいえなし＼材料特性を来⑦百包加喫醗方去なら仄I二そ仰愁果の密衝方法を堤翌しヒ上でヽ、 SM⑰ Q錮材に

対して本芍法を試行した而果も京す。

2. 麺面理諭にcl~庇カーいずみモデル

衝鱈カーいず品苓勲は、多哺函理論によ訊1<f爬力空閤に定綬さ軋る一連の多脚面に4って表現され、令曲祖l

ばその大きさKと中＼じ座楠似江 1二よって代表さ成る。 K誌 U糾 Iむ弧、それ⑪径筍にあ酎譴力司乾点がら

碑当ぜ性いず迅百i,,<0関如ある。 文献(1]にあ＼＼ては、曲面小大きさKlさ穫墨相渫'(I¥なし1現合の邸，償

歴効果が定常的とな』た場合の邸およU'界袴相当望性いず｀み舜びみにcl::;, て知tす忍希訥Wを用 L¥て在現さ

幻いる。 こ①寺法にcti,ltば砕伏橿といず詞釈t:1..i¥を有する俎引茫カー仏ずみ曲練ヵ‘ら、バりヲゴガ＇ー効果

が表われるなだらかな曲線八の移リ変わリを西切に表現"~=と 1さできない。

蘊叩は、累衝租当笹叡いずふが碕伏螂3呼ての登認ず』冠，寸に連し七とぎ疇釦大ささ疇を甚本

となる材料特性として炉l二導入し、次式によ喜麟訊ぎさを表わすものと L/=:.。

k=f閻 Ka.+ C 1-W1)・k: 吐 ； 0~ 弄くをp,s-t _ (1) 

Wz・K.:lb十 C1-Wz)・Kb ; ~p,sT~ 註;
駅麟1二おし＼て麟が生じE飴 Co碍＜箪）、逆睛傾速にあし＼ては初期欝邸直い降伏現象が現

ゅ肌るが、こ吼1よ昂積相当望性いずみの増加による Wi~源少に件喜曲面の大ささKが邸冦隣 f¥と遷移

することによ匁表現することができる。 哉た、 fp. 吋三忌 1J)傾速にあいては、降伏棺に給する現象は現卯れ

ないことオら、なめらかな曲練で表わされる閑教k:"'b't:邸に登み係数Wzを乗ず5ことによって曲酬大きさ

kを表印すことができる。 ：：： <D~"::, にすると、世涌面大きさは吝お・lば弄!O')閑敷となリ， K=KC料弄j)

と表印される。

吋、嗣即沖 Iじ座憮似＼もK臼渥1こ弄 't:~; 吋開約として表巾される。 ｛鉛 1ふ、相当顎性.u..ずぷが

忌ヒ 噂立直釘累積相当野性屈＇如疇 T函 に あIt這面釘大ぎさk:i=K(恥辱和）と、相当

竪邸ず訊恥函に対いす詞麟]O)思積相当塑知科嚢トに加緬配大きさ均 =KC桑
忌臼弄） 0)閤係、あよば記力釦肘羽向在表わすべ'7卜ll({ti-¥廿奴l)/Rを用し＼て、）次式によって複歴

碍慰I二企z加叫る([1])。

固 =I叫＋ 記ー恥 )(ikJ--ki.l -(Z)  k 

訊らKおぶパd..¥ (I¥杖をを用し＼て、相当塑性)J,1'み辱iあd:-U昂穣祖当堕性いずみ砕を状怨変教と鱈庇

カーいず＃モデ\\__が檎成さ訊~-

入材村特性の評酷却ぷび｀釘M ら~o錮材に対すか箇卸珂

上記詞えに忙喜榎朋陀カーひずみ若動が他兜戸Eゅ温、対象とな百鏑材の甚本的な材料特性で鯰版
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l<o.b , l<b , W1あ砂＼ムを知瞭から求⑦な 1すれ1訳もらもい。本

桶翌1::おいて使用 Lた言式蛾鱈形状・寸去を図ー iに示す。

尋あむば辱iが曇歴効果0)程度も示す状他夜数であ 'J、L刀‘

も単軸庇力F阻桑力も多軸む汗甜極/¥0)秘張が相当廊力と相当迎性

いずふ叩既祀l泣/てなL得るとすれば、上言切る特性値lit_垣諌

引強試険と唯_回~室反聴を含む数本の引張圧脆試玲(])みにふ
MPa 

って表のる二とができる。 図-ZIこ材料特性を得るr-¥Y)¥二実箭： 600 

レ曰試験僅課を匝カー塑性い籾湘線で示す。 なあ、訊瑶ば 300 

IJ,ず譴度を0.0i始／血ンとして仏ずみ制翻こて行った。

竹重貶駆怠、にお It~曲翫大ささKim耳出方去を図-3に示
(J 0 

す。 反転点0を原怠、として胴ー器あ砂言予謹樽を図0) ・300 

ように設定L、忌iと弄とが等しい点にあlt函麟市と百,d: 

リ、 ¥'('i Iむ誌ヵ~.s~i <I)関数として直出さU\.~。

k:i=[rnc尋i)+可（尋））/2  - (3) 

定第よリ、 Ko.あJ:,U ka.b Iお迎ぽ＇収単細麟時恥 ,(j'印 梱

記時での曲面の大きさであり、図-4CGI)あい杖<b)に旦；己によ 'J

求~t融果を示す。 ま1::.Kbとしては辰駆点での仏ずみが‘

5%切易合の曲面の大ささを採用した。 ごれを図— 4(C)I:: 示す．

こ(f)J:: -::, に各召濯涼転点にぉ It-~ 和あJ,A,(屈等の材料侍

性が梵如叫ば、式は）力‘ぎ阻珀艤刻遥紐々の果棟翌性□ぶ

に対 Lて来誌。 図-t;; lt4船れた宦斗保命狂練軸に、果積翌

性ひずみ古橋軸 1ごと-,て示 L た {,(J) で•ある。 W之に閤してIJ:夷

験結果（図中O)OEp)d: .'.)葬に対 Lで一次式で近似した． き

ヒ、 W1 1:: ついては W2と同様に-:詞式で表ゎtt~と仮!ieLに。

此 1:::よリ求さ汀ミ重み螂繹図中に示す。

耳詞況去に.J.:, て、敬本(J)試醗刷甚る基本的な羊魚試哉虹

t:l: リ錮材の晨歴詑刀—灯‘み関係を表わすネ本村特性を決児するご

どができる。 なおキ螂て爪し仁方法に<t., て記刀一いずふ

関在如邑ジミュ L-=;Jョ::.>L拒純哭い要唸よリ1号られに廊カー

仇ずふ閑係の菌合性1-;711て1其属窟当 8径表する。
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図ー1言京島魚叶①形状‘寸去．

(mm) 

図-3 Ki fl草認法．
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図-2材料特性を求め恣巨)(I)訊草．

図-4 材料特性Ka,Ko.bお払叶〈b.
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